
○
子
宮
頸
が
ん
に
つ
い
て

　

子
宮
頸
が
ん
は
、
毎
年
多
く
の
女
性
か
ら
、「
生
命
」

と
「
未
来
」
を
奪
っ
て
い
ま
す
。
子
宮
の
出
口
付
近
（
子

宮
頸
部
）
に
で
き
る
が
ん
で
、
日
本
で
は
、
年
間
約
１

万
１
千
人
が
子
宮
頸
が
ん
に
か
か
り
、
約
２
千
９
百
人

の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
四
十
歳
ま
で
の
女
性
の

が
ん
死
亡
原
因
の
第
２
位
で
す
。
ま
た
、
二
十
歳
代
・

三
十
歳
代
で
、
子
宮
頸
が
ん
の
た
め
に
妊
娠
で
き
な
く

な
る
女
性
は
、
年
間
約
１
千
人
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
は
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ

ル
ス
）
の
感
染
が
主
な
原
因
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
感

染
は
、
主
に
性
的
接
触
に
よ
っ
て
起
こ
り
、
女
性
の
多

く
が
一
生
に
一
度
は
感
染
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
子
宮
頸
が
ん
で
苦
し
ま
な
い
た
め
に
、
で
き

る
予
防
方
法
が
２
つ
あ
り
ま
す
。

１
．
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

　

子
宮
頸
が
ん
の
一
次
予
防
（
発
症
予
防
）
は
、
Ｈ
Ｐ

Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
で
す
。

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
、
予
防
接
種
法
に
基
づ
く
定
期

接
種
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
定
期
接
種
対
象

者
は
、
公
費
（
無
料
）
で
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

定
期
接
種
の
対
象
者
に
は
、
住
民
票
の
あ
る
市
町
か

ら
接
種
の
案
内
等
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
公
費
で
接
種
で
き
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

は
、
２
種
類
あ
り
ま
す
の
で
、
病
院
や
診
療
所
で
相
談

し
、
ど
ち
ら
か
一
方
を
接
種
し
ま
す
。

・
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
は
、
平
成
25
年
６
月

か
ら
、
接
種
後
に
生
じ
う
る
多
様
な
症
状
等
に
つ
い
て

十
分
に
情
報
提
供
で
き
な
い
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

お
勧
め
す
る
取
り
組
み
を
一
時
的
に
差
し
控
え
（
積
極

的
な
勧
奨
を
差
し
控
え
）
て
い
ま
し
た
が
、
安
全
性
に

つ
い
て
特
段
の
懸
念
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
改
め
て

確
認
さ
れ
、
接
種
に
よ
る
有
効
性
が
副
反
応
の
リ
ス
ク

を
明
ら
か
に
上
回
る
と
認
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
令
和

４
年
度
か
ら
、
積
極
的
な
勧
奨
を
再
開
し
ま
し
た
。

　

こ
の
差
し
控
え
期
間
に
、
定
期
接
種
の
対
象
年
齢
を

過
ぎ
て
し
ま
い
、
接
種
機
会
を
逃
し
た
方
に
対
し
て
公

平
な
機
会
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
定
期
接
種
の
特
例

と
し
て
、
対
象
年
齢
を
超
え
て
無
料
で
接
種
で
き
る
機

会
（
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
）
が
期
間
限
定
で
設
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
差
し
控
え
に
よ
り
定
期
接
種
の
機
会
を
逃

し
、
定
期
接
種
の
対
象
年
齢
を
過
ぎ
て
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ

ン
を
自
費
で
接
種
（
任
意
接
種
）
し
た
方
の
接
種
費
用

に
つ
い
て
、
公
費
で
負
担
す
る
（
償
還
払
い
）
制
度
も

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
住
民
票
の
あ
る
市
町
に
御

確
認
く
だ
さ
い
。

・
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
リ
ス
ク

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
は
、
多
く
の
方
に
、
接

種
部
位
の
痛
み
や
腫
れ
、
赤
み
な
ど
が
起
こ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
れ
に
、
重
い
症
状
（
重
い
ア
レ
ル
ギ
ー

症
状
、
神
経
系
の
症
状
）
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

因
果
関
係
が
あ
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
も
の
や
、

接
種
後
短
期
間
で
回
復
し
た
症
状
を
含
め
て
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
生
じ
た
症
状
と
し
て
報
告
が
あ
っ

た
も
の
は
、
接
種
１
万
人
当
た
り
約
10
人
で
す
。
こ
の

う
ち
、
報
告
し
た
医
師
や
企
業
が
重
篤
と
判
断
し
た
も

の
は
、
接
種
１
万
人
当
た
り
、
約
６
人
で
し
た
。

　

す
べ
て
の
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
は
、
効
果
と
リ
ス
ク

が
あ
り
ま
す
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
気
に
な
る

症
状
が
生
じ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
接
種
を
行
っ
た
医
師

又
は
か
か
り
つ
け
の
医
師
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

２
．
子
宮
頸
が
ん
検
診

　

子
宮
頸
が
ん
の
二
次
予
防
（
重
症
化
予
防
）
は
、
が

ん
と
前
が
ん
病
変
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
子
宮
頸

が
ん
検
診
を
受
診
し
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
つ
な

げ
る
こ
と
で
す
。

　

検
診
の
結
果
、「
要
精
密
検
査
」
の
場
合
、
必
ず
精

密
検
査
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
検
診
結
果
が
「
精
密
検

査
不
要
」
の
場
合
で
も
、
２
年
に
１
回
、
定
期
的
な
が

ん
検
診
の
受
診
が
大
切
で
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
検
診
は
、
①
市
町
、
②
職
場
、
③
医
療

機
関
が
実
施
し
て
い
ま
す
。
①
に
つ
い
て
は
、
開
催
日

時
、
会
場
、
費
用
な
ど
、
市
町
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

の
で
、
お
住
ま
い
の
市
町
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
②
③
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
職
場
や
医
療
機
関

に
御
確
認
く
だ
さ
い
。

○
結
び
に

　

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、

子
宮
頸
が
ん
は
予
防
で
き
る
が

ん
で
す
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
に

つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
詳
し
く
説
明

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
御
確

認
く
だ
さ
い
。

子
宮
頸
が
ん
は
予
防
で
き
る
が
ん
で
す

～
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
と
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
勧
め
～
　

�

静
岡
県
健
康
福
祉
部
感
染
症
対
策
局
感
染
症
対
策
課
長　

 

櫻
井
　
克
俊

【接種後に症状が生じた場合の相談窓口等】
　ＨＰＶワクチン接種後に生じた症状の診療について、協力医療機関を中心とした診療体制の整備を
図っており、県内２病院を協力医療機関として選定しています。
　ＨＰＶワクチン接種後に気になる症状が生じた場合は、まずは接種を行った医師又はかかりつけ
の医師に御相談し、協力医療機関への受診については、接種を行った医師又はかかりつけの医師に
御相談ください。

【協力医療機関】
○順天堂大学医学部附属静岡病院産婦人科� 電話：055-948-3111（代表）　　　
○浜松医科大学医学部附属病院産婦人科� 電話：053-435-2637（地域連携室）

　接種後に生じた症状に関して、不安や疑問、困ったことがあった時は、
　下記の相談窓口にお問い合わせください。
○静岡県健康福祉部感染症対策局感染症対策課� 電話：054-221-2986（感染症対策班）
○静岡県教育委員会健康体育課� 電話：054-221-3176（健康食育班）

【キャッチアップ接種】
［実施期間］
○令和４年度～令和６年度末までの３年間の期間限定

［キャッチアップ接種対象者］
○�積極的な勧奨を差し控えている間に定期接種の対象であった平成９年度生まれ～平成17
年度生まれ（誕生日が1997年４月２日～2006年４月１日）の女子
⃝�このほか、平成18・19年度生まれの方は、通常の接種対象（小学校６年から高校１年相
当）の年齢を超えても、令和７（2025）年３月末まで接種できます。

○上記のうち、過去にＨＰＶワクチンの接種を合計３回受けていない方
⃝�１回接種したことがある方は残り２回を、２回接種したことがある方は残りの１回を、
公費で接種を受けることができます。

［償還払いの対象者］
○�上記キャッチアップ接種の対象者のうち、定期接種を受けておらず、定期接種の対象年齢
を過ぎて、ＨＰＶワクチンの接種を令和４年３月31日までに自費で受けた者
⃝申請方法等は、市町の予防接種担当部署にお問い合わせください。

【定期接種】

［対象者］
○�小学校６年から高校１年に相当する年齢の女子

（接種には、保護者の方の同意が必要です。）

［標準的な接種回数（以下のうちどちらか）］
○２価ワクチン（サーバリックス）
　　０、１、６か月の３回接種
○４価ワクチン（ガーダシル）
　　０、２、６か月の３回接種

※�国内で認可されたＨＰＶワクチンとしては、９価
ワクチン（シルガード９）がありますが、いまの
ところ公費接種の対象ではありません。

－子宮頸がんで苦しまないために－

１．ＨＰＶワクチンの接種
⃝�子宮頸がんの原因の50％～70％を占める２つのタイプの
ウイルス（ＨＰＶ16型と18型）の感染を防ぐワクチンで、
がんになる手前の状態（前がん病変）が減るとともに、が
んそのものを予防する効果が確認されています。

２．子宮頸がん検診
⃝�ＨＰＶワクチンを接種していても完全には子宮頸がんを予
防できないため、定期的にがん検診を受診することが大切
です。
⃝�子宮頸がんは、20歳代で急増しているので、20歳以上の
方は、２年に１回検診を受けることが推奨されています。
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